
令和７年度第２回
埼玉県多文化共生推進会議

令和８年２月１７日（火）



令和７年度第２回埼玉県多文化共生推進会議 次第

１ 開会

２ 議事

（１）令和７年度外国人住民意識調査結果について

（２）埼玉県多文化共生推進プランの進捗状況について

（３）次期埼玉県多文化共生推進プラン策定について

３ 閉会

日時：令和8年2月17日（火）１０：００～１１：３０
実施方法：オンライン
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（１）令和７年度外国人住民意識調査の結果について①
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期間：令和７年11月12日（水）～12月３日（水）

対象：県内在住の満18歳以上の外国人 4,000人

方法：自記入式調査票による郵送配布、郵送回収、及びインターネット調査の併用

言語：やさしい日本語、英語、中国語、ベトナム語、タガログ語

回収結果
調査方法

有効回収票数 1,064件

有効回収率 26.6％

調査結果概要

20代
30.6%

30代
30.8%

40代
16.0%

50代
12.0%

60代
6.7%

70代
2.3%

10代
1.6%

年代 国籍・地域

中国
31.3%

ベトナム
19.1%フィリピン

13.1%

インドネシア
5.7%

ネパール
4.8%

韓国
4.1%

ミャンマー
3.9%

ブラジル
2.6%

タイ
2.2%

バングラデシュ
1.4%

その他
11.7%

無回答
0.1%

無回答
0.1%

※一部自治体において調査対象の確認を要したため、当該自治体のみ12月８日（月）を調査締切日とした
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（１）令和７年度外国人住民意識調査の結果について②

Q. 埼玉県での生活に満足していますか？

満足していない
0.8％ 無回答

0.4％

分からない
1.3％

どちらかといえば
満足していない

4.5％

どちらかといえば
満足している

43.3％

満足している
49.7％

在留資格

永住者
31.5％

技術・人文知識・
国際業務
15.7％

技能実習
9.2％

特定技能
11.1％

留学
7.7％

家族滞在
5.9％

日本人の
配偶者等

6.0％

定住者
5.4％

特別永住者
1.8％

特定活動
1.8％

その他
3.5％

無回答
0.5％
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普通の速さで、
専門的な話をする
ことができる

24.9%

普通の速さで、
自分に関わる
日常的なことを
話すことができる

39.0%

ゆっくり、
短い言葉でなら、
自分に関わる
日常的なことを
話すことができる

32.5%

できない
3.3%

無回答
0.3%

何でも簡単に
読むことができる

18.9%

仕事や学校の勉強で
問題ないくらい
読むことができる

29.3%

ひらがなやカタカナや
簡単な漢字を
読むことができる

45.3%

無回答
0.5%

できない
6.0%

Q. 日本語をどのくらい話せますか？ Q. 日本語をどのくらい読めますか？

（１）令和７年度外国人住民意識調査の結果について③



（１）令和７年度外国人住民意識調査の結果について④
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42.1%

40.7%

36.4%

32.8%

22.1%

20.9%

15.0%

6.9%

5.3%

0.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

独学

日本語学校

テレビ、ラジオ、インターネット

職場

日本語教室

友人（日本人）

家族

友人（日本人以外）

その他

無回答

18.5%

13.6%

11.5%

11.2%

9.6%

8.6%

7.9%

2.5%

43.3%

7.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

無料の日本語教室が近くにない
都合のよい時間帯に利用できる日本語教室・日本語学校等がない

自分のレベルに合った日本語教育が受けられない
日本語を学べる場所・サービスに関する情報が少ない

近くに日本語教室・日本語学校等がない
母語による指導を受けられない
オンラインで学ぶことができない

その他
特に困っていない

無回答

Q. どうやって日本語を勉強していますか？（複数回答）

Q. 日本語を勉強するときに困ることはありますか？（複数回答）



（１）令和７年度外国人住民意識調査の結果について⑤
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30.3%

25.7%

12.3%

11.5%

10.7%

9.8%

8.1%

7.0%

4.3%

2.8%

1.3%

33.4%

2.8%

0% 10% 20% 30% 40%

日本語能力

お金

仕事

日本人とのつきあい

医療・福祉・介護

在留資格

子育て・教育

住まい

地域の生活ルール

家族との関係

その他

特にない

無回答

36.3%

35.3%

32.3%

25.8%

20.9%

7.7%

6.5%

3.9%

2.5%

1.8%

3.4%

6.0%

2.3%

0% 10% 20% 30% 40%

母国出身の友人・親戚

日本人の友人・親戚

インターネット・SNSなど

職場

県・市町村の窓口

母国出身以外の外国人の友人・親戚

外国人総合相談センター埼玉

日本語学校

多文化共生キーパーソン

日本語教室

その他

いない

無回答

Q. 生活で特に困っていることは何ですか？（複数回答） Q. 困るときや分からないことがあるとき誰に相談しますか？（複数回答）



（１）令和７年度外国人住民意識調査の結果について⑥
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34.1%

31.4%

31.2%

30.9%

27.1%

26.7%

25.3%

23.6%

22.9%

18.3%

12.7%

10.1%

2.4%

15.9%

0.9%

0% 10% 20% 30% 40%

役所などで、多言語による情報提供や相談を充実する

外国人の日本語学習を支援する

外国人に対する福祉を充実する

外国人への差別意識をなくすよう啓発する

医療機関受診時の多言語対応を支援する

外国人の技能のスキルアップを支援する

災害時に多言語や「やさしい日本語」で情報を提供する

役所などで、「やさしい日本語」による対応を充実する

日本人と外国人の交流の場を設ける

外国人の子どもの教育を支援する

住宅に関する情報提供を行う

役所などで、ビデオ通話による相談を充実する

その他

特にない

無回答

Q. 埼玉県にしてほしいことは何ですか？（複数回答）



（１）令和７年度外国人住民意識調査の結果について⑦
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58.0%

37.8%

34.7%

28.9%

26.2%

16.1%

0.8%

5.1%

13.3%

0.8%

0% 20% 40% 60% 80%

防災グッズを準備している

インターネット・SNSで、災害情報を調べる

避難場所をハザードマップなどで確認している

災害時の家族との連絡方法を決めている

家の中の安全対策をしている

防災訓練に参加している

その他

何を備えればいいのかわからない

特に何もしていない

無回答

Q. 災害に備えてどのような準備をしていますか？（複数回答） Q. 災害が発生したとき、どのような情報が欲しいですか？
（複数回答）

70.0%

65.1%

53.9%

50.3%

48.7%

44.5%

39.8%

37.6%

1.1%

4.4%

0.4%

0% 20% 40% 60% 80%

震度・雨量・特別警報などの情報

避難所の場所や開設状況

地域の危険場所

病院や医療機関について

炊き出しや物資配布について

交通・ライフラインの状況

多言語での情報提供

外国人向けの相談窓口や支援団体

その他

特にない

無回答



（１）令和７年度外国人住民意識調査の結果について⑧
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Q. 外国人住民と日本人住民がお互いによく理解し合うために、何をしたいですか？（複数回答）

69.0%

67.2%

51.9%

48.7%

33.2%

26.2%

19.1%

1.0%

3.4%

1.0%

0% 20% 40% 60% 80%

日本の生活ルールを守る

あいさつをする

日本の文化を理解するよう努める

日本語を習得するよう努める

地域のイベントやお祭りに参加する

母国の言葉、文化を日本人住民に紹介する

通訳や翻訳のボランティアを行う

その他

特にない

無回答



（１）令和７年度外国人住民意識調査の結果について⑨
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Q. これからも埼玉県に住みたいですか？

ずっと埼玉県に
住みたい
59.9%

６～10年程度は
埼玉県に住みたい

12.6%

２～５年程度は
埼玉県に住みたい

11.5%

１年程度で日本の
埼玉県以外の場所に
行きたい2.9%

１年程度で
母国に帰る又は

日本以外の国に行きたい
0.8%

分からない
10.9%

無回答
1.5%

Q. 埼玉県で滞在継続を希望する理由は何ですか？（複数回答）

Q. 埼玉県で滞在継続を希望しない理由は何ですか？（複数回答）

55.0%
37.8%

36.4%
35.7%

30.9%
30.6%

28.0%
19.9%

19.1%
13.3%

4.4%
2.7%

1.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

家族や友人がいるから
今の仕事を続けたいから

安心だから（自然災害が少ないから）
勤務先や学校があるから

治安が良いから（事件・事故が少ないから）
交通の便が良いから

生活の基盤ができているから
医療・福祉環境が良いから
将来に希望が持てるから

子育て・教育環境が整っているから
出身地だから

その他
無回答

41.9%
35.5%

22.6%
19.4%
19.4%

16.1%
16.1%

12.9%
6.5%

3.2%
3.2%

6.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

就職や進学のため
仕事を変えたいから
交通の便が悪いから

友人や家族の近くに住みたいから
外国人への支援や情報が少ないと感じるから
医療・福祉環境の利便性を高めたいから
子育て支援・教育環境が整っていないから
地域に知り合いがいなく、生活しづらいから
治安が悪いから（事件・事故が多いから）

将来に希望が持てないから
防災面で不安だから

その他



＜参考＞ 令和７年度埼玉県政世論調査結果報告①
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（１） あなたは、多文化共生のために、日本人と外国人がお互いにできることは何だと思いますか。
次の中から３つまで選んでください。

出典：埼玉県「令和７年度埼玉県政世論調査報告書」

57.4%

46.2%

30.2%

27.6%

14.8%

12.7%

5.6%

14.4%

1.1%

0% 20% 40% 60%

日本人と外国人お互いが、あいさつなど声をかけ合う

日本人と外国人が、交流を通して異文化への理解を深める

日本人が、コミュニケ－ションをとるため「やさしい日本語」を使う

外国人が、就学・就業に十分な日本語を身につける

外国人が、地域活動や行事を通して地域に参画する

日本人が、外国人に地域活動への参加を働きかける

その他

わからない

無回答

多文化共生＊についておたずねします。 ＊「多文化共生」とは、国籍等の異なる人々が、互いの文化的差異を認め合い、対等な関係を築こうとしながら、
地域社会の構成員として共に生きていくことです。

調査地域：埼玉県全域
調査対象：満18歳以上の個人
調査時期：令和７年７月４日～７月25日
有効回収数（率）：2,446（48.9％）



＜参考＞ 令和７年度埼玉県政世論調査結果報告②
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（２） あなたは、多文化共生社会を目指すうえで、県がどのような取組に力を入れるべきだと思いますか。
次の中から３つまで選んでください。

62.3%

25.6%

25.2%

18.5%

15.4%

15.2%

14.5%

12.1%

10.2%

5.3%

12.5%

1.7%

0% 20% 40% 60%

生活ルールや文化についての周知、多言語での情報発信

外国人向け相談体制の充実

外国人への日本語学習支援

日本人と外国人の交流支援

外国人児童生徒への生活及び学習支援

「やさしい日本語」の周知など、多文化共生の意識醸成

外国人への就業・就労支援

防災、災害時の外国人支援

外国人が地域で活躍するための支援

その他

わからない

無回答



（２）埼玉県多文化共生推進プランの進捗状況について①

目指す将来像： 誰もが主役の多文化共生社会

基本目標： 日本人住民、外国人住民が共に日本一暮らしやすいSAITAMAづくり

基本指標： 多文化共生を推進する人材の育成数

目標値 5,000人（令和4年度～令和8年度の累計）

基本指標：多文化共生を推進する人材の育成数（令和４～７年度）

多文化共生関連事業・１６6事業（※）の実施状況（令和７年度） （※）再掲含む

評価 全体に占める割合

◎：予定を上回っている／順調 約25.3％

○：予定どおり実施／概ね順調 約72.3％

△：予定を下回っている／不調 約2.4％

14

令和4年度
（実績）

令和5年度
（実績）

令和6年度
（実績）

令和７年度
（見込）

令和4～７年度
計（見込）

計 1,173人 1,213人 1,0１２人 1,000人 4,398人

目標 1,000人 1,000人 １,000人 1,000人 4,000人



（２）埼玉県多文化共生推進プランの進捗状況について②

大分類
基本施策

中分類 小分類
評価（事業数）

◎ 〇 △ 計

1

誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い

地
域
づ
く
り

（１）地域で暮らすための情報提供 ①多言語による情報提供 ②外国人住民の相談窓口等の運営 ③デジタル技術の活用による情報提 
供・コミュニケーション機能等の強化

6 １2 0 １８

（２）日本語教育の推進 ①地域における日本語教育の推進 ②専門分野の外国人材への日本語学
習支援

2 4 ０ ６

（３）外国人児童生徒への
教育支援

①就学状況の把握及び就学や幼児教
育等に関する情報提供

②外国人児童生徒への日本語学習
及び生活支援

③進路指導・キャリア教育

０ ２１ 0 ２1
④多文化共生の考え方に基づく教育の
推進

（４）安心・安全な暮らしの確保 ①就業・起業支援 ②防災対策・災害時の支援 ③医療・保健サービスにおける
環境整備 6 40 2 ４8

④福祉サービスにおける環境整備 ⑤住宅確保の支援 ⑥防犯・交通安全対策の推進

２

外
国
人
が
活
躍
で
き
る

地
域
づ
く
り

（１）外国人住民の社会参画支援 ①地域に根差した取組の促進 ②県民と留学生等の交流支援 ③留学生の県内企業への就職支援

1４ 22 2 ３8④就職・起業支援（再掲） ⑤外国人住民の意見を地域の施策に
反映させる機会の拡充

⑥外国人住民の地域社会への
参画支援

⑦外国人コミュニティへの支援

（２）多文化共生の場づくり ①地域住民がつながる場づくり ②多文化共生への理解を深める行事等
の開催

2 5 0 ７

（３）外国人住民が担う地域活性
化の推進

①外国人住民による県の魅力の発信 ②外国人住民による地域貢献の機会の
拡充 3 3 0 ６

３

認
め
合
い
共
に

生
き
る
地
域
づ
く
り

（１）多文化共生の理解促進 ①日本人住民等に対する多文化共生の
意識啓発

②不当な差別的言動等の解消
3 7 ０ １０

（２）多文化共生の場づくり
（再掲）

①地域住民がつながる場づくり
（再掲）

②多文化共生への理解を深める行事等
の開催 （再掲） 2 5 0 ７

（３）共に県民の一人として協働す
る活動の促進

①優れた取組等の発信 ②日本人と外国人が協働して取り組む地
域活性化の推進

4 １ ０ ５
15



16

次期埼玉県多文化共生推進プラン（R９-R13）の視点及び概要【事務局案】

プラン策定の視点

３ 外国人住民の活躍の基盤づくり

地域社会への外国人住民の積極
的な参画と多様な担い手の確保

４ 日本人住民と外国人住民の協働

秩序ある共生社会の実現のた
めには、日本社会と外国人の双
方の取組が重要

１ SDGsと一体的に進める多文化共生 ２ 安心・安全な地域づくり

日本人・外国人にとって安
心・安全な秩序ある共生社会

・ 外国人比率が年々増加する中、本県が今後も活力を維持し、持続的に発展していくためには、誰もが暮らしやすく活躍できる環境づくりが重要である。
・ 県は、日本人と外国人が互いの文化的な違いや価値を認め合い、共に地域の活性化を担う社会の実現を目指す。
・ 災害をはじめとした社会情勢の変化やグローバル化の進展を見据え、外国人も含むすべての県民が安心して暮らせる地域づくりを推進する。
・ 新たな５か年計画の施策展開の方向性と具体的な取組のプログラムを示す部門別計画と位置付ける。

基本目標目指す将来像

誰もが主役の多文化共生社会 日本人住民、外国人住民が共に日本一暮らしやすいSAITAMAづくり

基本指標 埼玉県５か年計画施策３２の指標と同一
（案：県と連携して地域の日本語教育を行う市町村数 （R9～R13累計））

基本施策

コミュニケーション支援 生活支援

①外国人児童生徒への教育支援
②安心・安全な暮らしの確保

①地域で暮らすための情報提供
②日本語教育の推進

意識啓発と社会参画支援 地域活性化の推進やグローバル
化への対応

①外国人住民の社会参画支援
②多文化共生の場づくり
③多文化共生の理解促進

①外国人住民が担う地域活性化の推進

②共に県民の一人として協働する活動
の促進

（３）次期埼玉県多文化共生推進プランの策定について①

策定の
趣旨
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（３）次期埼玉県多文化共生推進プランの策定について②
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（３）次期埼玉県多文化共生推進プランの策定について③

■次期プラン（令和９～１３年度）策定スケジュール（案）

18

準
備

時期 内容 関係者・対象者

令和７年７月 県政世論調査 実施 県民（主に日本人住民）

令和７年１１～１２月 外国人住民意識調査 実施 外国人住民

↓

検
討

令和８年 ２月 プラン骨子を検討、有識者会議で説明 埼玉県多文化共生推進会議 委員

プラン素案の作成

令和８年 ７月 有識者会議で審議 埼玉県多文化共生推進会議 委員

令和８年１０月 県民コメントの実施、市町村意見照会 県民、市町村

令和８年１１月 プラン最終案提示、有識者会議で審議 埼玉県多文化共生推進会議 委員

令和９年 ２月 県議会への付議 議会
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